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一般財団法人2028年技能五輪国際大会日本組織委員会 

2026年度 事業計画書 

（2026年4月1日から2027年3月31日まで） 

 

 

2026年度の主な事業については、以下のとおり。 

 

１ 大会開催に向けた着実な準備の推進 

（１）競技実施に向けた準備の推進 

競技・運営計画を具体化するための検討を進めるとともに、関係企

業・団体との調整を進める。 

・運営準備委員会の助言等を踏まえ、競技準備の推進体制の整備を図

るほか、ワークショップの設営及び競技用資機材等について検討を

進める。 

・第49回技能五輪国際大会（日本・愛知大会）で競技運営の中核を担

うワークショップ・マネジャー（ＷＭ）に対する研修等を行う。 

・2027年初頭に開催予定の競技インフラストラクチャ・ワークショッ

プの開催に向けた準備を進める。 

 

（２）協賛・寄付獲得活動の推進 

大会経費の確保に向けて、協賛・寄付獲得活動を開始する。 

・協賛制度等の設計を完了し大会運営に必要となるスポンサー獲得活

動や寄付募集を開始する。 

 

（３）広報活動の推進 

大会の認知度向上と開催気運の醸成を図るため、広報活動を実施する。 

・広報計画等に基づき、公式ホームページやＳＮＳ等を活用した広報

活動を展開する。 

・第48回技能五輪国際大会（上海大会）等の場を通じて、国外に向け

た情報発信を展開する。 

 

（４）その他の準備活動の推進 

上記のほか、個別計画の具体化や新たな個別計画を策定する。 
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・宿泊・輸送計画に基づき、宿泊施設や輸送手段の確保に向けた調整

を行う。 

・公式行事・付帯事業計画を策定し、開閉会式やフォーラム（技術・

職業訓練教育などをテーマに実施する会議）等の大会実施に付随す

る行事を実施するための具体的な企画・調整を進める。 

 

（５）ワールドスキルズ・インターナショナル（ＷＳＩ）等との調整 

大会の運営組織であるＷＳＩ等と大会開催の準備に向けた調整を進め

る。 

・ＷＳＩと大会開催について相互の権利と責任を明記したＭＯＡ（覚

書）を締結するとともに、大会実施に向け、連絡・調整を図る。 

・ＷＳＩ総会や上海大会への参加等を通じて、大会運営全般について

関係者との意見交換や情報収集を実施する。 

 

２ 事務局体制の整備・強化等 

大会の準備・運営を円滑に進めるため、事務局体制の整備・強化を図る

とともに、組織委員会の公益財団法人化等に取り組む。 

・民間企業及び関係機関から多様な人材を確保し、事務局体制を強化す

る。 

・2027年度の愛知事務所開設に向けた準備を進める。 

・公益法人認定の申請を行うとともに、寄付した法人等が税制優遇措置

を受けられる指定寄付金制度の申請を進める。 

 


